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1　は　じ　め　に

今から思い起こせば7隼前、1993イ15月15日、超満員の観衆で埋まった国立

競技場、わが国にプロサノカーが誕隼し、ついに、Jリーク・ファーーストステー

ソが華々しくオープニンクをした。それまでに、栄々着々努力した5年間、

「綿密に練り上げられた戦略」】、のもとに準備を進めてきた閲係苔の努力は、

もののみことに功を奏したのである。彼らのチ想を遥かに越えた人気の沸騰ぶ

りは、ハプルの崩壊で不況の淵にあった、日本繹済に救世1誕／巨かと、それは

賑やかにマスコミに報じられた。そして瞬くl別に「．Jリーク効果」といわれる

経済用語を日本国中に定石させてしまったのである。さらに、Jリークをサポー

トする企業の広告看板や．Jリーククソスが、「ノースン・スポンサーやオフイ

ンヤル・スポ／サー」2）、「ライセノノー（ロ′l諾権）およびサプライセンソー

（内訳詳解）」う）といった、過去に全く馴染みのなかった言葉とともに、国民生

所の小に飛び込んできたのである。習年6月の新聞に、「Jリーク人儲け、収

入は予想の倍の88倍H」日　と報じられた、Jリーク理車会発表の収支決算報告

はrdbJeJのとおりである。

このように驚異的ともいえる、爆発的人気を／lみスタートした．Jリークであっ

たが、2年口には【11くも、7－ム沈静イヒの兆候が、明らかに現れ始めた。そし

て3年臼のソースンを終えると、各新聞紙卜には「観客動員数の減少、テレヒ
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れ止血J Jリーグ収支の推移（1993～1997年度）

項　　目 涛9D�7���的D�7���添D�7���妬D�7���土D�7��

収入合計 嶋�3ン����C�#(�����3#sh������33������C#Cr�

入会金、会費 ��

放送権料 ���3��8����(�3�������(�3#�H����C#�x����3s3��

協賛金 �(�33������(�3田���8�3s祷��H�Cc����H�3C#"�

3，601　3，588　　2，099　　934　　　753 

その他 ��

8．834　10，083　10．350　8，338　　8，242 

クラブへの配分 塗�3�Cx����x�3cCx����x�33cH����X�33ス����H�3����

事業費 �(�3#S�����3ツ�����3都���3�������3ゴ2�

管理費 �3������C������3�#�����3��(����3CsR�

その他 ��

♯判位は100万円。93－96年度は実績で、97年度は予算。

読売新聞（1997年10月10日朝刊）より

視聴率の低ド、期待はずれの地域活性化、年俸高騰による選手リストラ」なと

なとと、Jリーグの将来を危ぶむ記事が目立つようになった。さらに、5年R

を終えた1997年には「ピンチのJリーグ」5）、6年目を終えた199的‾二には「J

リーグ挫折の危機」6）と、Jリーク崩壊を匂わす記事が特集として組まれるよ

うになったのである。川淵三郎チェアマンは、「企業には、パトロンとして応

援してほしい」とか、「自治体には地域に密着したクラフなんだからしっかりと

支援してほしい」7）と訴える。しかしながら、企業に頼り、自治体に頼るJリー

ク運営方式は、パトロン企業の撤退と自治体の税金投入に限界か見え始める中

で、2002年の日韓共催、アンアでの初のワールトカップ開催という盛り上がり

とは表腹に、厳しい状況に追い込まれているのが現状である。

わが国のプロスポーツといえば、野球を筆頭に、先程のサッカー、相撲、コ

ル7、ホクシンク、ポウリンク、レスリンク、競馬、競輪、競艇なとが挙げら

れる。その巾でも、国民の間で賑やかに比較され論じられるのか「プロ野球」

とJリーグとして発足した「プロサッカー」である。
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そこで、本論では「貝の国民的スポーツとは、その国の生活文化に密接に関

わり合いながら、国民／1活に什然に紳ナ込み門及し定石するもの」という視点

から、わが同における野球とサソカーの普及ぶりを、「へ－スポール」と「フソ

トボール」として、わが国に紹介された明治史をl圧し、に比較・検討を行った。

そして、今後の向者の発展ぶりはとうなるのか。また、プロ歴8年臼のサッカー

人気が尊なる「ヒソクイへ／ト7－ム現象」といった、一時的なブームとして、

果たして衰退し消滅してしまうのかを考察する。

2　明治時代における野球とサッカーの相違

野球とサッカーが、わが国に初めて紹介されたのは、1873（明治6）年のこ

とである。野球は開成学校の米人教師ウイルソンとマシェソトが、サッカ1は

英人海軍少佑ダクラスが、それそれの紹介者と伝えられている。その時、サソ

カーはフソトホールとして伝わり、その後の文献にも見られるように、今Fiの

サッカーとラクヒ一、双方の試合方法が入り交じった状態で紹介されている。

また、野球とサソカーが、外来スポーツの競技力砿解説書として初めて登場

するのは、1883（明治16）年に東京人学予備門御雇教師F・W・ストレンシか

著した「OUTDOOR GAMES」机の巾である。ITT闇には、へ，スポール、ロー

ンテニス、フソトポール、操櫓術、アスレティ　ソクスポーツ屯と21種目の競技

法8）が紹介されている。続いて、1885（明治18）年には坪井玄道とLl川→盛業

による「戸外遊戯法」【〉）が、1898（明治31）年には人橋又人郎（編）「内外遊戯

法」L伽が山版されている。これらの書物に紹介されている野球とサソカーの競

技方法解説を見ると、当時の野球とサッカーのわが国における普及ぶりがよく

わかる。特に、「ノ」外遊戯法」では、今日のサソカーとラクヒーを区別せず「フー

トホール（蹴鞠の一柿）」うー　として緋介している。このことは、フソトボール

発祥の地である英国のできことと密接な関連がある。詳細は後述とし、今日の

サッカーとラクヒーのルールが入り交じり紹介されたのかわが同サソカーの始

まりである。ようやく1898（明治31）年の「内外遊戯法」にして「蹴鞠」と付

注し、「今口英国にて行わるフソトポールに二流あり、一をフットボール流、
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一をラクヒ一流（ユニオン流）とす」10）とサッカーとラクヒーの違いを明健に

紹介できるようになったのである。したがって、わが国における今日のサッカー

の始まりは、早くても、ラクピーとの競技方法の違いが明らかになった1898

（明治31）年以降である。

3　野球の発展過程

1873（明治6）年にウイルソンらがわが国にへ－スポ▼ルを伝えた頃、米国

留学から帰㈹した牧野仲顕や木戸孝正らが「な一に、あんなことなら、僕らだっ

て、アメリカの学校でやっていたから知っている、僕が教えてやろう」11′　と開

成学校でやり始めた。しかしながら、へ－スポールとはいっても打者がバソト

を持って打っという程度のものである。本格的にへ－スホールチームが結成さ

れたのは1878（明治11）年で、新橋鉄道局に勤めていた平岡J醍（ひろし）によ

る新橋倶楽部である。そして、1882（明治15）年にこの新柄倶楽部と駒場の農

学校との問で、わが国最初の対抗試合が行われた。その後、東京肘卜の大学や

中学校にへ－スボール部が組織され、わが国初期のヘースポールが学校を軸に

普及と発展の一途をたとり始めるのである。1895（明治28）年発行の第一高等

学校校友会雑誌号外「野球部史」は、1885（明治18）年頃の様rを「農学校、

明治学院、東京大学予備門が大いに奮起して技も大いに発達したが、新橋（ア

スレチック倶楽部）と争うまでにはいたらなかった。1887（明治20）年になり

新橋倶楽部が解散し、へ－スポール界はしばらく盟主を欠くこととなった」12）

と紹介している。この小冊子の小で中馬庚は井原外助らと相談し、「ローンテ

ニス郡を庭球とし我部を野球とせは人いに義に敵せりと信じて表題は野球部史

とし・云々」la）とヘースポールを初めて野球と命名している。

その頃、俳人、正岡子規のへ－スポール好きは大変有名で、f規の学生時代

（東京大学予備門～第一尚等中学校）の実力ぶりについて先の一高部史は、「第

一期の有様」の中で「Batteryと雄（いえと）も今日の如く専業の1．ありしに

あらず技の勝れたる者を此の局に菖らしめしは明治19年の寄宿新報に『赤組は

TF岡子規氏と岩間保作氏と交互にPlLChとCatchとになられ云々』にて其他を
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推すへし」11）と紹介している。小説「山吹の一枝」や随筆「松羅玉液」をはじ

め、√規の作最にはへ－スホールについての言己述が見られる。「運動となるへ

き遊戯は日本に少し。（中略）仰羊には凡種類多く枚挙する訳にはゆかねども、

（中略）愉快とよはしむる者ただ一つあり、へ－スポールなり」15）である。こ

の中からも当時わが国に伝えられた西洋遊戯の中でも格別の一思いをへ－スポー

ルに寄せていることが代われる。

また、正岡子規の親友の夏H漱れほ、子規とは対脚畑こ西洋遊戯はもとより

運動というのかあまり好きではなかったと察せられる。1903～4（明治36～37）

年のへ－スポール冊勘こついて、名作「告輩は猫である」の「第8章荊雲館事

件」の車で、「哲郎はへ一一スポールの何物たるかを研せぬ文盲漢である。しか

し聞くところによれば米田から輸入された遊戯で、今日の111一、芋程度以卜の学校

に子」わるる運動のうちで以も流子Jするものだそうだ。米同はとっぴな事ばかり

考えrlけ国からであるから、近所迷惑の遊戯を日本人に救うへくだけそれだけ

親切であったかもしれない。（申酪）落雲台酎こ群がる敵軍は近日に至って　層

のタムタム弾を発明して、r分の休暇、もしくは放課後に育ってさかんに砲火

を浴びせかける」■6ノ　と、いささか厄介名扱いながらも、へ－スホールが近所で

盛んに行われていた様rを取り卜げている。l天lみに、ここに登場する落雲脂と

は郁文飾中学のことである。1897（明治30）年には、「「雷を破り東点府下の

嫡権を握った」】7、野球の盛んな学校であった。

1905（明治38）年、早大野球部は渡米を敵右し各地を軋戦した。その戦紙に

こそ見るへさものはなかったが、ヘースホールの本場である米国から最新の規

則と技術の知識を持ち帰ったのである。そして、帰国後、チームの主将を努め

た橋戸信が著した「最近野球術」は）は、新技術の紹介はもとより、投手奴の位

置や投手の軸足の解釈なと、不確かな点がたくさんあった明治期の野球を近代

野球へと案内してくれたのである。

また、へ－スホール人気は、ただ単にプレイヤーたけにヰじた現象ではなかっ

たことに注目しなければならない。1889（明治22）年、一高と明治学院の試合

の際、興僧した応援隊が起こした暴行車件（インフリーづl件）糊をはじめ、

1906（明治39）年、「双力の応援川が熱狂している、此「試合をさするは危険
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である」m）と突如しい山となった甲慶戦にいたるまで、応援団や見物人の熱中ぶ

りが相当凄まじかった様子が伺われる。

4　サッカーの発展過程

「1850年代、インクラント各地ではそれぞれ独白のルールでフソトボールゲー

ムを楽しんでいたが、1863年、ロントン・フットボール協議会において、フソ

トポールのルール統一について論議をした結果、手を使ってもよいラクヒー

（ランニノク・ゲーム）と手の使用を禁止したサッカー（トリフリンク・ケー

ム）の2確類に分裂した」と、新修体育大辞典21）にはサソカーの歴史が紹介さ

れている。これによって今日のサッカーとラグビーのゲーム方法の違いが確立

されていくわけである。が、サッカーはわが国にとのように伝わったのであろ

うかを述べる。

1873（明治6）年、わが国には、タクラスによって紹介され、ストレンジの

「OUTl〕T）00R GAMES」や坪井玄道らの「戸外遊戯法」によってその競技方

法が紹介された。英国で、フットボールがサソカーとラクヒ一に分かれたのか

1863作のことであるが、その22年後に発行された「戸外遊戯法」には、1863年

以前のアソシェーンヨン式でもなくラグヒ一式でもない、言うなれば旧式フソ

トポールか紹介されている。例えは、「此遊戯に於て各組の目的は其鞠を敵陣

即ち敵のコール小に蹴りこまんことを勉め且己れのコール中に蹴り込まるるを

肪くにあり故に其ゴール巾に蹴り込まれたる組を以て敗者とす」22）と記されて

いる。これは、今日のサッカール【ルであり、「球を打ち或は投げ或は運ぶこ

との方法に山らずして之を敵のコール住関を通過せしめたるときは其ゴールを

得たるもの即ち勝利者とす但高さは之を制限せず…云々」幻）とか「フェヤケアッ

チをなしたる者は他人の妨げ首受ることなく其場所より白山に球を蹴ることを

得へし・云々」2°　とあるのは今Hのラクヒールールである。

1898（明治31）年、大橋又人郎（編）「内外遊戯法」に「英国にて行わるフソ

トホールに　二流あり」と、フソトポールの　分化と、サソカーとラクヒーの迎

いが伝えられた。
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このように明治30年代、ようやく「ア・式」と「ラ・式」フットボールの競

技規則の違いが丘；わり、東京l島等師範をはじめ府下の学校に徐々に蹴球部が生

まれ払）、それ以後、東京高師の卒業／lが地方の師範学校や小学校に赴任し蹴球

を指導し全国に普及26）していくのである。

しかしながら、「この頃の円本の学生が野球はかりに熱中していてフットボー

ルに関心を示そうとしないので、英国人教師は『へ－スポールは、閑国後まだ

日の浅いアメリカに起こったもので、ヨーロッパではやっていない。ヨ一口ソ

パで広く行われているのはアスレチックやポートで球を使うものとしてはフッ

トホールである。（中略）フットボールはイギリスでもフランスでも非常に熱

心になっており、イギリス特有のクリケソトもよい。狭い地域に限られたヘー

スポールを行うより、ヨ一口ソパ全体でやっている球技を選んだほうが賓明で

ある』と盛んにフットボールを勧めた」27）と横浜スポーツ草創史にあるように、

英国人教師をヤキモキさせるほと、外来スポーツの中では、へ一一スホールが抜

きんでて人気を集めた。テニス、ポートの人気ぶりはまずまずだったが、フッ

トボールは、サソカー、ラクヒーのいずれにせよ、学生や生徒がチームを組織

して行いはしたものの、1903～9（明治36～9）隼の早慶野球戦に見られるよう

な国民的人気はなかった。

やがて、ラクヒ一・フソトホールは、ラクヒーとしてわがと卯こその名を定着

させ国民的認知を受けるようになった。しかし、アソシェーンヨン・フットボー

ルのサッカーは、ラクヒーのようにフットボールを省略し、アソシェーンヨン

を通称名とすることにも、サソカーという名称にも馴染めないまま、昭和20年

代の後半まで「蹴球」を通称名とした。

1918（大正7）年、第11州1本フソトポール大会が開催された。か、すでに

名称も競技規則も明確に分離されていたにもかかわらず、フットボール入会と

して、サソカーとラクヒーを同時同場所で開催をしている。

1921（大正10）年に人日本蹴球協会が結成され、第1回全国蹴球選手権大会

がようやくラクヒーと分離し、甲独で開催された㌔1923（大正12）年には第

1Ld全国高等学校蹴球大会が開催された。
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5　野球とサッカーの人気比較

このように、野球もサソカーも、明治初期の同時期にわが榔こ伝えられた。

そして、野球は明治30年代後半にはすでに熱狂的とも言える国民的人気を集め、

弊害論まで飛び出し、新聞や雑誌紙上において賛否の論戦が繰り広げられた。

一万、サンカーは、正式な競技名称や競技規則が明確でないまま明治のll引代を

経た。その後、人正時代に移り蹴球として協会が設＼とされたり全回大会が開催

されたりしたが、野球のように特別な国民的関心をさはと集めることなく、と

ちちかと言えば外来スポーツの中でも人気の薄いスポーツとしてわが国スポー

ツ史に記されている。横井春野が「当時は、極端に西洋かぶれのした時代で内

洋のものはなんでもよいとしていたので、野球をやると云うことは若き人々の

ブライトであったのである」甜）（L」本野球戦史）と明治時代の気風について帯

している。だが、せいぜいその気風もテニスとポートぐらいまででフットボー

ル（サソカーとラクヒー）までは及ばなかった。サソカーがl司民のriRを集め

たのは。己億に新しく、それは1965（昭和40）年に日本サッカーリークを結成

したときである。規／ⅠのJリークには及ばずとも、当時随分話題を集めて観客

も多数競技場に押しかけた。

1968（昭和43）年、メキシコオリンピックでの鋼メタル控得は、わが国のサソ

カー史Lにおいて初めて熱狂的な国民的関心を集めた。その後しばらくは、釜

本、杉山というスーパープレイヤーの人気に支えられ、「日本リークのヤンマー

対三度戦には4ノノ人もの観衆が押しかけた」罰）というほとのサッカー人気が続

いた。しかしながら、それ以後にもワールドカップの本人会開催年に集まるサソ

カーのIlJ界的人気に魅せられ、「ヒソクイへントフーム」現象として一時的に

国民の関心は集まるものの、低迷の一途を辿る日本リークと世界に通用しない

「丁本サッカーから、国民的な関心は徐々に遠ざかっていったのである（れ摘心

2）。

世界の野球人口とサッカー人口を比較すれば、全く比較にならないほど、圧

倒的にサソカー人目のほうが多い。「狭い地域（米国）に限られたへ－スポー
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rα抽2　主なJリークチームの観客動員数の変化（‾L僻試合の1試合平均）

咋　度 �8ﾈ6(5���9H4h8ｸ6h4"� ��x6��ｸ8�[ﾘｼ��

9．1∠19 �20．558 �������������ﾈ����8�C#��S�����h�C�(�ﾃ��h�Cピ"�

後期 ��2�．770 �#��C��2� 

ごり 田3��30．385 ��19．679 

後胤 ��b�320 ����H�ﾃ�cr� ����CS�r�

1995年前脚巨16 �387 ����h�Cs#B�

後期・22 � � ��x�C�#��

1996年 ��#B� � ��8�C3S2�

20 嶋���｣��12．435 ��10．611 

後胤 �#��200 祷�CC3�� 

読ノ闇服＝1997年10ノ」7日朝刊）より

ルを行うより、ヨ一口ソパ全休でやっている球技を選んだほうが賢明であ

る。」ユ1）と明治30年代に英国人御雇教師や貿易商人たちが口つたとおりである。

1997年の全国高等や校体育連盟調鮎こよれは、所属／l徒数の多いスポーツは、

サッカー（16力人）、櫨式野球（14力人）、ハスケソトポール男子（11力人）の

順で、サノカーは野球を上回っている。学齢期における「子Jうスポーツ」とし

ては、今やサソカーは野球を凄く人気を得ていることは舵かである。しかしな

がら、プロスポーツが純利益をあけ興行として成り、ナっ最人の要因は、何と言っ

ても、そのスポーツを「見るスポーツ」としてファンの小す関心度であると砕

信する。

199的三に読売新聞ネlか寺‾Jった社会人対象の「見たいスポーツ」世論調査

けα鋸eg）砲）によると、プロ野球を見るのか好きな人は、詔橋対象者全体の54

6％であるが、プロサソカーの．Jリークはわずか211％である。高校野球とln】

サッカーを比較してみても、野球が33％であるのに対してサソカーはわずかに

8％である。さらにその閑心旦となると、興味がないと芥えたのは21％のプロ

野師こ対して、プロサソか一ほ椚％にまで蓮している。

1992イ1から1998印までに斎」ったところの「見るのか好きなスポーツ」世論調

査の結果がFfg．上川である。種目としての大相撲・ハレーホールは、調査咋度

が進むにつれ、侍舅削こ減少している。けれとも、プロ野球は増人の傾向である。
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でα鋸e g　テレビ中継の好きなスポーツのアンケート

〔質問〕最近、いろいろなスポーツが行われ、テレヒ中継も盛んです。あなた

は、とんなスポーツを見るのが好きですか。次の中から、いくつでも

あげて下さい。

％ 刄Xポーツ名 ��2�スポーツ名 ��2�

・プロ野球 鉄H�3b���13．5 ��Y�X��未�6，9 

・互校野球 �3r�3"�1 5 ��X5�5��ｸ6r��X����5��12．3 115 ��X�4ｸ*)�Fﾈ�"�6 6 釘�2�
rLq父一・ ・マラソン �#��3 度�8�X爾��Y�ﾉ���10．2 �4ｸ��ﾉY;��5 湯�

・駅　伝 �#B�6 ��8．8 ��5 �2�

・プロサッカー �#��1 ��Xｺ8��F��8，5 ��3 ���

16 澱� 度�C��・その他 　こな ���7 

・コルフ ・スキー ��R��R�4 2 ��YzH�8ｺ8ｵ｢��X8�4�7(�ｲ�7．4 6．9 ��X,h*ﾘ,�.X*"��Y9ｨ*h,�*"�10 0 �2�"�

読売新聞世論調査（1998年3月8日朝刊）より

92　93　94　95　96　97　98

調査年度（年）

ダ由．J　見るのか好きなスポーツ

※調査は92叶は3月、その後は各年とも2月。
マラノノは95年まで「マラノン・駅伝」

読売新聞世論調査（199的＝3月8日朝刊）より
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プロ野球の人気は、Jリーク

の2倍以上である。

このような結果から見ても、

サッカーには、学齢期の「行

うスポーツ」として野球を上

回る人気があるものの、残念

ながら「見るスポーツ」とし

てはJリーグをしっかりと支

えるだけの国民的支持を得て

いないと言わざるを得ないよ

うである。これは、正岡子規

が「運動となる遊戯は西洋に

はその種類も多く、無数の遊

びがあるが特別に注意を引く

ほとのものはない、ただロー

ンテニスには少し興味あるが、

見
る
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幼稚で婦女子には過すが旺健活発な男／に愉快な遊戯と呼はすには足らない。

愉快と呼ばせるものがたた一つある。へ－スホールである」洪）と言ったことと

妙に合致している。口本人は、明治の文明開化がもたらした外来スポーツの中

からへ－スポールを巌も好んで抽出し、そのまま国民の生活文化の中に絞り入

れてしまったのである。

1936（昭和11）年、わが国のプロ野球（日本職業野球連盟）誕ノ吊ま、「一応

形態を整えたとしても世評は必ずしも新興の職業野球に対して「甜青的ではなかっ

た。悪くいえば軍しろ、白眼祝されていたとJってよい付であった」箭）（野球

大観）という状況であったのである。ゆえに、サソカーのJリーク誕生に画さ

れたような綿燕な戦略はおろか、観客を集める万策なと何もなかったのである。

それところか、プロ野球創設の一凶に「異常なほと熱狂的に関心を呼んだアマ

チュア野球は様々な弊害を露呈しはじめ、大学野球刑はもとより巾等学校野球

界も腐敗の渦中に沈もうとしていた。学／1野球の腐敗に頭を痛めた球界の先人

たちは、学隼野球と一線を両するプロ野球の創設こそが問題解決になると考え

た」逓）（へ－スポールの社会史）という、まさしく熱劇的で「ひいきの引き倒

し」的な野球人気があったのである。つまり、入場料を払ってでも学／l野球や

中等野球を見ようとする野球観戦熱の高まりが、必然的に興ナ」的な職業団野球

を要求していたのであった。

6　おわ　り　に

1932（昭和7）年、子jき過さの学年野球に歯Ⅰ卜めをかけるために、文部省は

「野球統制令」を発令している。しかるに、わが同プロ野球の誕牡は、「興行的

な利益の採算よりも学ヰ野球の興寺」化に歯止めをかけ、野球の健全な発展を凶

るのが狙いでもあった」，T〕ことがrlRされる。まさしく、正岡了規が「へ－ス

ポール程愉佃こ満ちたる戦争は、他になかるへし」といって、多数ある外来遊

戯の中で真っ先に飛びついた、無類の野球好きな国民性が、わが国のプロ野球

を「自然羽化」のことく誕／tさせた。

さて、サッカーはJリーク発足当時、「3、4隼前まで□木で最も人気のな
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いスポ‾ツであった」調’と関係者がもらすほと、明治以来の発展史から見ても、

国民的スポーツというには、ほと遠いものであったのである。とちちかと言え

ば、人気の執、外来スポーツであった。もちろん、7年前に国民の闇心を巧み

に引き寄せて、空前のサソカーブームを作りあけ、Jリークを誕生させるとl‖J

時に、人成功に削、た閲係省の努力には人いに敬意を表したい。しかしながら、

このJリーク誕ノⅠ▲は、プロ野球の誕生とは対照的に、温室の中での「人工羽化」

による誕生であったと言えはしまいか。綿密で用意周到な画策とタイムリーな

ヒックイへント7－ム現象に支えられ、企業と自治体の支援によってノ1まれた、

というより、むしろ「作り出された人気」は、やがて、フームの沈静化ととも

に裏返していくという危惧を抱かざるを得ない。パトロン企業の撤退や自治体

の財政頻で、たちまち存続の危機か叫ばれるような感じがするのである。占わ

は「観のすねかじり」的な組織運営は、営利を目的とする企業であるプロスポー

ツに閲しては、とうてい訳されるはずもない。ましてや、2002年のワールトカノ

ブ開催を契機に好転をなとと「ビックイヘントフーム現象」を待ち望むような

発想では、「ピンチのJリーク」およひ「Jリーク挫折の危機」ところか11本

プロサソカー消滅の危機を速めるであろう。
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